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山中沖之 (京都大 ･理 ･自然人析)
昨年度の共同利用研究において､連続 cT画
像を利用して骨の内部形状を3次元再構築する新
技法を提示した｡本年度は.その技法により構築
した忍長粒の大腿骨の 3次元データを用いて.骨
の断両形状が迎助行動の追いをどのように反映し
ているのかを解析した｡材料は､ヒト､チンパン
ジー､アヌビスヒヒ､クモザルの大腿骨である｡
比較のための共池の座標系を得るために.まずこ
れらの大腿骨の3次元データについて､座標の主
軸変換を行った｡次に､克之/トの餌性モ-メントを
もつ主軸に対 して垂直な断面を､大腿骨全長の
20%～80%の屯田で 10%ごとに作成し､各断面特
性値を計許した｡級密骨の両税に関しては.4種
とも近位にいくにつれて増加するが､ヒトにおい
て年別こ顕著であった｡また前後方向と内外側方向
の断面2次モーメントの比 (IMLJIAp)を計許した結
果.遠位部では､ヒトとヒヒが高い倍を示したの
に対し､チンパンジーとクモザルでは低い値であ
った｡また近位郡では､ヒヒとクモザルの値が高
く､ヒトとチンパンジーでは低い値となった｡こ
れらの結果から､ヒト上科に見られる大腿骨近位
郡の内外側方向への強さは､体幹を起こした姿勢
への適応であると考えられる｡これに対し､ヒト
やヒヒの大腿冊遠位部に見られる前後方向への弛
さは､効率的な地上非行への適応であると考えら
れる.このように.ヒトの大腿冊断面形状の特兄
な変化 (縦長-横長)は､2つの兄なる-力学的要求
に対する適応であることが示唆された｡
計画8-2
霊長籾舌乳頭の比較解剖学的観察
竹村明逆､諏訪文彦､岡田成賛､太田義邦
(大阪歯大 ･脈剖)
[目的]舌は消化管の入口に存在し,歯とともに
岨境に丑要な役割をもつ｡中でも舌背に存在する
舌乳頭は摂食状況によって椛々の形態を示す｡我
々は科の異なる霊長籾の舌乱流を比較観察した｡
[材料と方法]ニホンザル,コモンリスザル,ワ
オキツネザルの舌孔i7TIを比較紋所した｡
[結果と考察】ニホンザルの糸状乳頭は,舌尖は
中型円錐形で5-8個環状に.古体は蝉-大型円錐
形,舌根側は小型円錐形で4-6佃現状配列し.部位)
差を認める｡茸状乳頭は球状で舌尖から舌緑に多
数認め2-3個の味菅をもつ｡舌体では狩が高 く円
柱状で1-2個の味菅をもつ｡布部乳頭は分界浦の
直前で舌正中様の両側とそのfJfl外側に2対計4個
を認め,味幣は側両と孔iTm符対田の上皮内に多数
認める｡柴状乳頭は舌緑後方に15-16の平行な乳
頭柴で構成され,乳5iZi仰両に多数の昧717を認める｡
コモンリスザルの糸状乱流は円錐形で3-5個が
環状配列し部位差はない｡罪状孔ilViは円柱状｡有
郭乳頭は正中に1個とその巾外側に1対の計3個｡
葉状乳頭は5葉を認めるがが‡跡的である｡
ワオキツネザルの糸状孔更別ま,舌尖は大型針状,
舌根側は小型円錐形で10-15佃が環状配列｡環状
のうち咽頭側に最も;か ､1個は大型円錐形｡茸状
乳頭は円柱状で先端に5-6個の味哲を認める｡有郭
乳giは舌分界肺の前に5-6佃が逆Ⅴ字状に配列す
る｡燕状乳頭は舌柁後部に5-6佃の乱流柴を認める.
3櫨とも糸状孔Flの個数は舛なるが環状配列を
示す｡罪状孔乱 布部孔Wl,煎状乳頭を大きさと
味f!?数からみて.ニホンザルが最も複雑な,コモ
ンリスザルが粒もIl_純な形態を呈していた.
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